
整理
番号

事業名 担当部 担当課 事業区分

1 ＤＸ推進事業 総務部 行政管理課 拡大事業

2 医療的ケア児・者受入促進事業 保健福祉部 福祉課 新規事業

3 障がい者日常生活用具給付等事業 保健福祉部 福祉課 拡大事業

4 きたひろ健康ポイント事業 保健福祉部 高齢者支援課 新規事業

5 健康づくり啓発・生活習慣病予防事業 保健福祉部 健康推進課 新規事業

6 重度心身障がい者医療費助成事業 保健福祉部 保険年金課 拡大事業

7 子どもの権利擁護事業 子育て支援部 子ども家庭課 拡大事業

8 東西連絡橋施設補修事業 建設部 土木事務所 拡大事業

9 観光振興事業 経済部 観光振興課 拡大事業

10 夜間中学校費用負担事業 教育部 学校教育課 新規事業

11 要保護・準要保護児童生徒援助事業 教育部 学校教育課 拡大事業

12 文化財保存・活用事業 教育部 エコミュージアムセンター 拡大事業

 令和4年度当初予算編成に係る
 パブリックコメント対象候補事業一覧



予算要求内容

行政手続のオンライン化のためのネットワーク改修・設定委託 10,923

行政手続のオンライン化のための汎用申請システム使用料 1,584

事業

目的
国のＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）推進計画に対応するた

め、市の推進体制の確立、オンライン申請の実装、システム標準化の実

装などの国の重点施策のほか、市独自の事業の検討・実施を行う。

事業

内容

ＤＸを推進するに当たり、民間の知見を取り入れるためにＣＩＯ補佐官

を任命する。また、行政手続オンライン化に係るシステム改修及び申請

システムの契約を行う。

※ＣＩＯ：情報の取扱いや情報技術について統括する責任者

積算

内訳

ＣＩＯ補佐官報酬 1,880

行政手続のオンライン化のための申請管理システム等構築委託 17,600

市債 0 千円 第2施策
効果的・効率的な行財

政運営

一般

財源
17,726 千円

つながり成長するまち

その他

歳入
0 千円 第3節 行財政運営の推進

第6章
財源

内訳

国・道

歳入
14,261 千円

総合計

画区分

事業

区分
拡大事業

予算

要求額
31,987 千円

所管

部局
総務部行政管理課

事業

名称
ＤＸ推進事業

令和4年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
1

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

事業

目的 医療的ケアが必要な障がい児・者を受け入れるための環境整備及び市内

の事業所が安定して事業の実施ができるよう支援を図る。

事業

内容 障がい福祉事業所において、医療的ケア児・者を受け入れるために、人

員配置基準より看護師を多く配置した場合に人件費の一部を補助する。

積算

内訳

負担金補助及び交付金（1か所分） 2,673

市債 0 千円 第1施策 地域生活支援の充実

一般

財源
669 千円

ともに歩み笑顔が輝く

まち

その他

歳入
0 千円 第3節 障がい福祉の充実

第1章
財源

内訳

国・道

歳入
2,004 千円

総合計

画区分

事業

区分
新規事業

予算

要求額
2,673 千円

所管

部局
保健福祉部福祉課

事業

名称
医療的ケア児・者受入促進事業

令和4年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
2

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

事業

目的 障がい児・者の災害時における生命及び身体の安全を確保し、長時間の

停電発生時においても電力供給を受けることができる環境を整備する。

事業

内容
常時、人工呼吸器やたん吸引器等を必要とする方が災害時においても電

力供給を受けることができるよう、非常用電源装置等の購入に係る費用

を給付する。

積算

内訳

扶助費（10千円×3件） 300

市債 0 千円 第1施策 地域生活支援の充実

一般

財源
175 千円

ともに歩み笑顔が輝く

まち

その他

歳入
0 千円 第3節 障がい福祉の充実

第1章
財源

内訳

国・道

歳入
125 千円

総合計

画区分

事業

区分
拡大事業

予算

要求額
300 千円

所管

部局
保健福祉部福祉課

事業

名称
障がい者日常生活用具給付等事業

令和4年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
3

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

2,148

ボランティア担い手養成研修運営委託 346

ミニデイサービス等実施団体への助成金

（ミニデイサービス 10,000円×12か月×17団体）

（いきいきサロン 3,000円×12か月×3団体）

事業

目的
ボランティア活動の推進や高齢者の健康づくりや生きがいづくり等の活

動を奨励・支援し、地域での支え合い体制づくりや自らの介護予防を促

すとともに、市民の自主的な地域福祉活動の推進を図る。

事業

内容

介護施設等でのボランティア活動、各種がん検診や特定健診等の受診、

健康づくりや介護予防活動等への参加、温泉施設等の利用に対して、奨

励金等に交換可能なポイントを付与する。また、ミニデイサービス等実

施団体へ活動費等の一部を助成する。

積算

内訳

ポイント奨励金等（5,000円×350人+配送費152,460円） 1,903

事務消耗品、郵便料、ボランティア保険料 3,214

市債 0 千円 第1施策 社会参加の促進

一般

財源
1,867 千円

ともに歩み笑顔が輝く

まち

その他

歳入
3,005 千円 第2節

高齢者福祉・介護の充

実

第1章
財源

内訳

国・道

歳入
2,739 千円

総合計

画区分

事業

区分
新規事業

予算

要求額
7,611 千円

所管

部局
保健福祉部高齢者支援課

事業

名称
きたひろ健康ポイント事業

令和4年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
4

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

通信費 74

講座講師謝礼 150

講師打合せ旅費 6

教材及び事務用品 103

事業

目的 健康寿命の延伸や生活習慣病予防、こころの健康のために、市民への保

健指導及び健康情報の啓発を図る。

事業

内容

脳梗塞や心筋梗塞、人工透析の発症予防のために、原因となる生活習慣病や生活習

慣について学習する「生活習慣病予防教室」や「市民健康講座」を開催する。ま

た、こころの健康について正しい知識を学習する「こころの健康講座」や、対応方

法を学習する「ゲートキーパー研修」を実施する。

積算

内訳

会計年度職員（保健師）1人雇用（121,000×12か月）

※期末手当、社会保険料、交通費別途計上
2,217

市債 0 千円 第1施策 健康づくりの支援

一般

財源
1,606 千円

ともに歩み笑顔が輝く

まち

その他

歳入
200 千円 第5節

健康づくり・地域医療

の充実

第1章
財源

内訳

国・道

歳入
744 千円

総合計

画区分

事業

区分
新規事業

予算

要求額
2,550 千円

所管

部局
保健福祉部健康推進課

事業

名称
健康づくり啓発・生活習慣病予防事業

令和4年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
5

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

事業

目的
重度心身障がい者（1、2級の身体障がい、3級の内部障がい、重度の知

的障がい、1級の精神障がい）の医療費の一部を助成することにより、

保健及び福祉の向上を図る。

事業

内容
重度心身障がい者医療受給者のうち、後期高齢者医療制度加入者で自己

負担割合が2割となる者に対し、健康保険診療の自己負担額が1割となる

よう助成する。

積算

内訳

医療費助成（１人当たり１か月7,576円×4か月×90人） 2,728

郵便料、システム改修費 560

市債 0 千円 第3施策 医療援護の推進

一般

財源
1,458 千円

ともに歩み笑顔が輝く

まち

その他

歳入
546 千円 第4節 地域福祉の充実

第1章
財源

内訳

国・道

歳入
1,284 千円

総合計

画区分

事業

区分
拡大事業

予算

要求額
3,288 千円

所管

部局
保健福祉部保険年金課

事業

名称
重度心身障がい者医療費助成事業

令和4年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
6

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

事業

目的
北広島市子どもの権利条例制定から10年の節目に周年記念事業を実施

し、これまでの子どもの権利擁護事業の振り返りを行うとともに、各種

イベントを通じて課題であった認知度向上を目指す。

事業

内容
子どもの権利絵画コンテストや子どもの権利川柳コンテストといった各

種コンテストの実施のほか、11月の子どもの権利月間には記念シンポジ

ウム及び各種コンテストの表彰式を実施する。

積算

内訳

各種コンテスト賞金、記念シンポジウム講師謝礼 156

事務消耗品 144

市債 0 千円 第3施策
子どもの権利擁護の推

進

一般

財源
300 千円

ともに歩み笑顔が輝く

まち

その他

歳入
0 千円 第1節 子育て支援の充実

第1章
財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

総合計

画区分

事業

区分
拡大事業

予算

要求額
300 千円

所管

部局

子育て支援部

子ども家庭課

事業

名称
子どもの権利擁護事業

令和4年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
7

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

東西連絡橋トイレ改修工事実施設計委託 1,930

事業

目的
市民の憩いとコミュニティの場として良好な状態の維持を図る。

事業

内容
ＪＲ北広島駅と隣接する東西連絡橋にあるトイレのバリアフリー化、便

器の取替、車いすも入室可能となるよう個室スペースの拡大等の工事及

び視覚障がい者向けの案内盤修繕を行う。

積算

内訳

東西連絡橋触知図案内盤修繕 3,300

東西連絡橋トイレ改修工事 23,090

市債 22,500 千円 第1施策
市内幹線道路・生活道

路等の整備

一般

財源
5,820 千円

住みよい環境にかこま

れたまち

その他

歳入
0 千円 第4節 道路環境の充実

第4章
財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

総合計

画区分

事業

区分
拡大事業

予算

要求額
28,320 千円

所管

部局
建設部土木事務所

事業

名称
東西連絡橋施設補修事業

令和4年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
8

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

地域おこし協力隊員活動費（広告費、活動費、住居借上） 2,000

事業

目的 ボールパーク開業による観光需要の高まりを見据え、観光分野における

人材の確保を図る。

事業

内容 地域資源の掘り起こし、情報発信など広く観光資源に資する業務を行

う、地域おこし協力隊員を１人を配置する。

積算

内訳

地域おこし協力隊員人件費（187,600円×9か月）

※社会保険料、交通費別途計上
2,044

市債 0 千円 第1施策
観光資源や地域人材の

発掘・活用

一般

財源
4,044 千円

活力みなぎる産業と交

流のまち

その他

歳入
0 千円 第5節

観光の振興・シティ

セールスの推進

第5章
財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

総合計

画区分

事業

区分
拡大事業

予算

要求額
4,044 千円

所管

部局
経済部観光振興課

事業

名称
観光振興事業 

令和4年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
9

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

輪厚地区在住（想定）　就学援助対象1人 552

事業

目的
様々な事情で中学校を卒業できなかった人や通うことができなかった

人、本国で中学校を卒業していない外国籍の人などに対し、教育の機会

を確保する。

事業

内容

令和4年4月から開校する札幌市夜間中学校「星友館中学校」について周

知するとともに、入学者にかかる授業料等の学校運営費及び通学費用の

半額を負担する。また、入学者の収入状況に応じて支給される就学援助

費用も負担する。

積算

内訳

パンフレット印刷用紙　100枚 1

団地地区在住（想定）　就学援助対象1人 540

市債 0 千円 第2施策 教育相談体制の充実

一般

財源
1,093 千円

学び合い心を育むまち

その他

歳入
0 千円 第3節

安心して学べる体制の

充実

第2章
財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

総合計

画区分

事業

区分
新規事業

予算

要求額
1,093 千円

所管

部局
教育部学校教育課

事業

名称
夜間中学校費用負担事業

令和4年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
10

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

事業

目的 各家庭における通信環境を整えるため、経済的に困窮する世帯に対し、

通信費の援助を行い、ＧＩＧＡスクール構想を推進する。

事業

内容 生活保護（要保護）世帯や経済的困窮（準要保護）世帯に対し、オンラ

イン学習通信費を援助する。

積算

内訳

オンライン学習通信費　15千円×552世帯 8,280

市債 0 千円 第2施策 教育環境の整備

一般

財源
8,116 千円

学び合い心を育むまち

その他

歳入
0 千円 第2節 学校教育環境の整備

第2章
財源

内訳

国・道

歳入
164 千円

総合計

画区分

事業

区分
拡大事業

予算

要求額
8,280 千円

所管

部局
教育部学校教育課

事業

名称
要保護・準要保護児童生徒援助事業

令和4年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
11

実
質
的
負
担
額



予算要求内容

令和4年度当初予算編成
パブリックコメント

整理

番号
12

事業

区分
拡大事業

予算

要求額
116 千円

所管

部局

教育部エコミュージアム

センター

事業

名称
文化財保存・活用事業

財源

内訳

国・道

歳入
0 千円

総合計

画区分

文化財の保存と活用

一般

財源
116 千円

学び合い心を育むまち

その他

歳入
0 千円 第7節 歴史の継承と創造

第2章

市債 0 千円 第2施策

事業

目的 中山久蔵翁の寒地稲作成功から150年となる節目の年をひかえ、記念事

業を開催し、その功績を広く継承することを目的とする。

事業

内容

令和４年度は、寒地稲作成功150年の前年度として、記念事業のプレ

フォーラムを実施する。

プレフォーラムは基調講演、パネルトークで構成し、そのほか関係資料

によるミニ展示を開催する。

積算

内訳

パネルフォーラム講師等謝礼 50

普通旅費（講師等打合せ、展示資料借用交通費） 11

事務消耗品、郵便料 55

実
質
的
負
担
額


